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加害者臨床

加害者臨床に携わる難しさ
対象の自発的な動機によらない出会いから始まる（ことがほとんど）

支援者の葛藤

支援者の感情が揺さぶられる体験

支援者の持つスティグマ
（門本 ２０１９,野坂 ２０２２）

性暴力加害者

DV加害者

虐待者 受刑者

非行少年

医療観察法の対象者

関わりや支援への影響

加害者臨床の対象



スティグマ

古代ギリシャ時代
肉体に焼印 ： 奴隷、犯罪者など穢れた者、忌むべき者であることの告知

近年
恥・信頼喪失の烙印 ： 特定の人々にレッテルを貼り、蔑む態度や行為

社会的な問題

社会的規範からの逸脱, 社会的立場の弱さ

（ゴッフマン1963）



医療観察法におけるスティグマ
＜スティグマを与える人＞ ＜スティグマの対象となる人＞

知識（無知）
「何するかわからない人」

「事件を繰り返すに違いない」

態度（偏見）
「怖い」

「一緒に働けない」
「近所に住めない」

行動（差別）
「雇用しない」

「居住地からの拒否」

知覚したスティグマ
「社会の多くの人に私は嫌われ

ている」と感じる

経験したスティグマ
「就労を断られる」
「グループホームを

断られる」

内面化したスティグマ
「私は価値のない人間」

「誰からも必要とされていない」

影
響

制度依存型スティグマ：「医療観察法」制度がもたらす影響 （大西 ２０２３） 

（参考：山口２０１３, Thornicroft ２００９） 



支援者とスティグマ

スティグマ
を

与える者

スティグマ
を

受ける者

スティグマ
を

取り除く者
（Beate Schulze 2007） 



医療観察法における支援者のもつスティグマ

支援者自身が持つスティグマとその影響に
気づきにくい場にいることを自覚する

自己の正義感,価値観社会が求める正義の
代行者（野坂 ２０２２）

葛藤や立場の揺らぎ

不寛容な社会が求める正義

重大な他害行為を通して対象者と関わる

相手に過度な反省を求めることが正当と感じられがちな環境



支援者が自分自身について自覚的であるための問いかけ
「人はみな傷ついている」 語られる傷と語られない傷

→ この場合「人」には罪を犯し、刑務所に服役する「受刑者」も入っているだろうか？

他者を傷つけた受刑者に痛みは結びつくだろうか？

痛みは語りえないし、語られる必要もないと思い込んでいないだろうか？

それ以前に、受刑者の痛みを認めてしまうと、罪が帳消しになると恐れていないか？

罪に対する心からの反省が起こるとすれば、それは、

応答が生まれるいくつもの瞬間に立ち会った、その先だと思う。 （坂上2020）

支援者が自己への問いかけの機会をもつこと
支援者の持つスティグマを自覚できる

対象者の声（痛み）、背景、抱えてきた生きにくさに耳を傾けることができる（個を知る）

痛みの受容と加害者としての責任を引き受けていくプロセスを支援することを可能にする



〇スティグマの対象となる当事者との接触を基盤とした教育や訓練は否定的固定観念や

スティグマ低減に効果的である （Happell et al.2019）

〇スティグマの対象となる当事者と協働で取り組んだスティグマ低減のためのプログラム

を長期に継続する場合に、最も効果的であることがわかった（Thornicroft et al.20２２）

〇薬物依存症専門医と支援者として活動する薬物依存症当事者の協働による研修は

自治体支援者のスティグマ低減に寄与することが示された（片山ら２０２３）

医療観察法処遇経験者との協働の取り組み

〇 医療観察法処遇終了後の当事者の話を聴く機会を設ける

〇 医療観察法処遇終了後の当事者とともにスティグマ低減に向けた研修を企画・開催

〇 医療観察法処遇終了したピアスタッフの導入



支援者間のサポートとスティグマに関する自覚の機会

〇アンチスティグマ介入は、メンタルヘルスの領域において、スティグマの
ない回復志向の実践の発展に寄与する（Stull et al. 2017）

スティグマを考えることはケアのありようを探求することでもある

医療観察法に携わる支援者への支援
１）スティグマに関する研修の定期的な開催

スティグマも踏まえた初任者オリエンテーションや継続研修

２）職場を超えた医療観察法支援者ピアサポートの醸成や安心して語れる場作り

支援者は葛藤や立場の揺らぎを感じることも多い

支援者自身も自己の痛みを受容する必要
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ご清聴ありがとうございました
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